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▶由良町の人口と世帯
令和３年９月末現在

※（　　）内は前月比です。

●人　口…………  5,469（－10）
　うち 男性 ………  2,686（－ 6）
　うち 女性 ………  2,783（－ 4）
●世帯数…………  2,686（－ 6）

今月の表紙は、PROJECT24（※）主催の「県道 24
号を巡るフォトキャンペーン」入選写真です。

令和３年６月 21 日（月）から８月 15 日（日）まで
の間、PROJECT24 において、県道 24 号の魅力を
伝える写真を、インスタグラムを通じて募集しまし
た。その結果、約 500 枚の応募があり、次の３枚
が入選写真に選ばれました。

特
集  

家
庭
で
で
き
る　

防
災
対
策

11
月
５
日
は
、「
世
界
津
波
の
日
」
で
す
。

由
良
町
は
、
海
沿
い
の
町
で
あ
る
こ
と
か
ら
、

幾
度
と
な
く
津
波
に
よ
る
被
害
を
受
け
て
き
ま
し
た
。

平
成
26
年
３
月
に
和
歌
山
県
が
公
表
し
た
地
震
被
害
想
定
で
は
、

東
海
・
東
南
海
・
南
海
３
連
動
地
震
で
最
大
震
度
６
強
、

南
海
ト
ラ
フ
巨
大
地
震
で
最
大
震
度
７
の
大
き
な
揺
れ
、

最
大
津
波
高
10
ｍ
の
津
波
の
襲
来
が
予
想
さ
れ
て
お
り
、

そ
の
第
１
波
は
24
分
で
到
達
す
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

い
ざ
と
い
う
と
き
に
備
え
、
す
ぐ
に
避
難
で
き
る
よ
う
、

日
頃
か
ら
準
備
を
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

「世界津波の日」について
「 世 界 津 波 の 日 」 は、 安

あん

政
せい

元 年
（1854年）11月５日、安政南海地震
による津波が今の広川町を襲った際
に、濱

はま

口
ぐち

梧
ごりょう

陵が稲むらに火をつけ、
津波から逃げ遅れた村人を高台へ導
き、多くの命を救った逸話「稲むら
の火」の故事にちなんで、平成27年
に制定されました。

※PROJECT24…
由良町、日高町、美浜町の観光連携の一環として
立ち上げた組織

今月の表紙

県道24号を巡るフォトキャンペーン
入選写真

由良町・日高町・美浜町
３町連携表紙企画！

【入選写真】それぞれ、３町の各広報誌11月号の表紙を飾っています！

日高町
（阿尾湿地）

美浜町
（煙樹ヶ浜）

由良町
（白崎海岸）

【入選者（3枚すべて）】坂
さ か

本
も と

　一
はじめ

　さん
（Instagram のアカウント名：＠hajime.sakamoto）
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❷ 安否確認方法の確認

飲料水や保存の効く食料などを備蓄しておき
ましょう。

（例）
◦飲料水　３日分（目安：１人１日３ℓ）
◦非常食　３日分
　ご飯（アルファ米など）、
　ビスケット、板チョコ、
　乾パンなど
◦生活必需品
　トイレットペーパー、
　ティッシュペーパー、
　マッチ、ろうそく、
　カセットコンロなど
※大規模災害発生時には、「１週間分」の備蓄

が望ましいとされています。
※普段の生活で利用しているものを、消費しな

がら備蓄しましょう。

特集　家庭でできる　防災対策

◦家具は壁に固定しましょう
◦手の届くところに、懐中電灯やスリッパ、ホ

イッスルを備えておきましょう

別々の場所にいるときに災害が発生した場合
でもご家族同士で安否を確認できるよう、日頃
から安否確認の方法や集合場所などを話し合っ
ておきましょう。

家具転倒防止器具等
設置補助事業

家具転倒防止器具の購入や
取付けに係る補助事業を実施
しています。

災害用伝言ダイヤル「171」
局番なしの「171」に電話をかけると、伝言

を録音でき、自分の電話番号を知っている家
族などがその伝言を再生することができます。

各ご家庭にお配りしている「由良町津波ハ
ザードマップ（津波浸水想定図）」をご活用く
ださい。お手元にない場合は、総務政策課ま
でお越しください。

❹ 食料、飲料などの備蓄❶ 家具・防災用具の備え

❺ 非常用持ち出しバッグの準備

～ ご家庭での❺つの対策 ～
できる

ことか
ら

準備！

▶詳しくは … 総務政策課（TEL 65－1801）

南海トラフ巨大地震が発生すると、町内の約
81％の建物が全壊又は半壊すると想定されて
います。

地震が起こったときに「どこへ、どのような
経路で避難するか」を事前に確認しておきま
しょう。

❸ 避難場所等の確認

171

非常時に持ち出すものをあらかじめリュック
サック等に詰めておき、いつでもすぐに持ち出
せるようにしておきましょう。

（例）
◦飲料水、食料品
　カップめん、缶詰、
　ビスケット、
　チョコレートなど
◦貴重品
　通帳、印鑑、現金、
　健康保険証、運転免許証など
◦救急用品
　ばんそうこう、包帯、消毒液、常備薬など
◦ヘルメット、防災ずきん、マスク、軍手
◦懐中電灯、携帯ラジオ、予備の電池、
　携帯電話と充電器
◦衣類、毛布、タオル
※乳児のいるご家庭は、ミルク、紙おむつなど

も準備しておきましょう。
※常用している薬がある場合や医療を受けてい

る場合は、常用している薬、お薬手帳、かか
りつけ医の連絡先なども準備しておきましょ
う。
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◦慌てずに、係員や従業員の指示に従う
※指示がないときは、その場で頭を保護し、

揺れに備えて安全な姿勢をとる
◦吊り下がっている照明などの下から退避する
◦慌てて出口や階段に殺到しない
◦エレベーターに乗っているときは、近くの階

で停止させて、すぐに降りる

特集　家庭でできる　防災対策

!!地震が起こったときは

地震の揺れを感じたとき、緊急地震速報を見聞きしたときは、
慌てずに、まず身の安全を確保してください。

地震の揺れが収まったら、より安全な場所へ迅速に非難しましょう!!
〔参照：首相官邸HP「防災の手引き～いろんな災害を知って備えよう～」〕

▶詳しくは … 総務政策課（TEL 65－1801）

家にいるとき人が大勢いる施設にいるとき
◦頭を保護しながら大きな家具から離れ、丈夫

な机の下などに隠れる
◦慌てて外に飛び出さない
◦料理や暖房などで火を使っているときは、そ

の場で消せるときのみ火の始末をする
※火元から離れているときは、無理に火を消

しに行かない
◦扉を開けて避難路を確保する

◦慌てて急ハンドルや急ブレーキをかけずに、
緩やかに速度を落とす

◦ハザードランプを点灯させて周りの車に注意
を促し、道路の左側に停止する

車で移動すると、渋滞に巻き込まれたり、緊急
車両の通行を妨げたりする恐れがあります。
原則、徒歩で避難しましょう！

自動車運転中のとき 屋外にいるとき
◦ブロック塀の倒壊や自動販売機の転倒などに

注意して、これらのそばから離れる
◦ビルの壁、看板や割れた窓ガラスなどの落下

に注意して、建物から離れる
◦山やがけ付近にいるときは、落石やがけ崩れ

に注意し、できるだけその場から離れる
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地
域
包
括
だ
よ
り

vol.5

「
成
年
後
見
制
度
」
と
は
、
認
知
症
や
知
的
障
害
、
精
神
障
害
で

判
断
能
力
が
不
十
分
な
方
々
を
法
律
面
や
生
活
面
で
支
援
す
る
制
度

で
す
。
具
体
的
に
は
、
不
動
産
や
預
貯
金
な
ど
の
財
産
管
理
、
介
護

サ
ー
ビ
ス
や
施
設
へ
の
入
所
に
関
す
る
契
約
締
結
な
ど
の
支
援
を
裁

判
所
が
選
任
し
た
後
見
人
（
支
援
者
）
が
行
う
も
の
で
す
。

成
年
後
見
制
度
に
は
、「
法
定
後
見
制
度
」
と
「
任
意

後
見
制
度
」
が
あ
り
ま
す
。

◆
法
定
後
見
制
度
…
家
庭
裁
判
所
が
後
見
人
を
選
任
す
る

制
度

◆
任
意
後
見
制
度
…
判
断
能
力
が
低
下
す
る
前
に
、
あ
ら

か
じ
め
高
齢
者
本
人
が
後
見
人
を
選

ぶ
制
度

皆
さ
ん
の
暮
ら
し
や
権
利
を
守
る
「
成
年
後
見
制
度
」▶詳しくは … 由良町地域包括支援センター（TEL 65－0201）

vol.4

睡
眠
中
の
赤
ち
ゃ
ん
の

事
故
を
減
ら
し
ま
し
ょ
う

成
年
後
見
制
度
っ
て
、
何
？

「
法
定
後
見
制
度
」
と
「
任
意
後
見
制
度
」

睡
眠
中
に
赤
ち
ゃ
ん
が
死
亡
す
る
原
因
に

は
、
乳
幼
児
突
然
死
症
候
群
（
Ｓ
Ｉ
Ｄ
Ｓ
）

や
窒
息
な
ど
に
よ
る
事
故
が
あ
り
ま
す
。
乳

幼
児
突
然
死
症
候
群
（
Ｓ
Ｉ
Ｄ
Ｓ
）
は
、
何

の
予
兆
や
既
往
歴
も
な
く
乳
幼
児
が
死
に
至

る
原
因
不
明
の
病
気
で
す
。

赤
ち
ゃ
ん
は
、
日
々
成
長
し
、
で
き
る
こ

と
が
増
え
て
い
き
ま
す
。
動
か
な
い
か
ら
と

い
っ
て
油
断
せ
ず
、
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

今
回
は
、
睡
眠
中
の
事
故
予
防
の
３
つ
の

ポ
イ
ン
ト
を
お
伝
え
し
ま
す
。

①
ベ
ビ
ー
ベ
ッ
ド
に
寝
か
せ
る
場
合
は
、
転

落
に
注
意
し
ま
し
ょ
う

ベ
ッ
ド
の
柵
を
上
げ
る
、
成
長
に
合
わ
せ

て
ベ
ッ
ド
の
底
の
床
板
を
一
番
低
い
位
置
に

す
る
な
ど
の
対
策
を
行
い
ま
し
ょ
う
。
特
に
、

つ
か
ま
り
立
ち
を
す
る
よ
う
に
な
る
と
柵
を

乗
り
越
え
て
転
落
す
る
こ
と
も
あ
る
た
め
、

十
分
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

②
敷
布
団
・
マ
ッ
ト
レ
ス
・
枕
は
固
め
の
も

の
を
、
掛
け
布
団
は
軽
い
も
の
を
使
い
ま

し
ょ
う

柔
ら
か
い
敷
布
団・マ
ッ
ト
レ
ス・
枕
は
、

う
つ
ぶ
せ
に
な
っ
た
と
き
に
顔
が
埋
ま
り
、

鼻
や
口
が
ふ
さ
が
れ
て
窒
息
す
る
リ
ス
ク
が

あ
る
た
め
、
寝
具
は
赤
ち
ゃ
ん
用
の
固
め
の

も
の
を
使
い
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
掛
け
布
団

は
赤
ち
ゃ
ん
が
払
い
の
け
ら
れ
る
軽
い
も
の

に
し
、顔
に
被
ら
な
い
よ
う
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

③
口
や
鼻
を
覆
う
も
の
、首
に
巻
き
つ
く
も
の

を
近
く
に
置
か
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う

赤
ち
ゃ
ん
は
、
寝
返
り
を
し
た
り
、
ず
り

上
が
っ
た
り
、
寝
て
い
る
間
も
動
き
回
り
ま

す
。
そ
の
た
め
、
枕
、
タ
オ
ル
、
よ
だ
れ
掛

け
な
ど
が
、
口
や
鼻
を
覆
っ
た
り
、
そ
の
ヒ

モ
な
ど
が
首
に
巻
き
つ
い
て
し
ま
う
リ
ス
ク

が
あ
り
ま
す
。

～
Ｓ
Ｉ
Ｄ
Ｓ
の
発
症
率
を

低
下
さ
せ
る
た
め
に
～

Ｓ
Ｉ
Ｄ
Ｓ
の
発
症
率
を
低
下
さ
せ

る
た
め
、
次
の
点
に
気
を
つ
け
ま
し

ょ
う
。

◦
１
歳
に
な
る
ま
で
は
、
寝
か
せ
る
と

き
は
あ
お
む
け
に
寝
か
せ
ま
し
ょ
う

◦
副
流
煙
が
影
響
す
る
と
も
言
わ
れ

て
い
ま
す
。
で
き
る
限
り
、
周
り

の
家
族
は
た
ば
こ
を
や
め
ま
し
ょ

う
（
喫
煙
す
る
な
ら
、
せ
め
て
外

で
吸
う
な
ど
、
赤
ち
ゃ
ん
の
そ
ば

で
の
喫
煙
も
や
め
ま
し
ょ
う
）

起
こ
り
や
す
い
事
故
と
そ
の
対
策

を
知
り
ま
し
ょ
う
。
安
心
し
て
育
児

が
で
き
る
よ
う
応
援
し
て
い
ま
す
！

こんなこと
に

　困ってい
ませんか？

認知症のおばあさんを
悪徳訪問販売から
守りたい。

祖父に認知症による物忘
れがあるため、自分が契約
したことを忘れてしまい、
トラブルになっている。

町では、成年後見制度に関する相談の受付や支援を行って
います。お気軽にご相談ください。

（
引
用
：
厚
生
労
働
省
「
11
月
は
乳
幼
児
突
然
死
症

候
群
（
Ｓ
Ｉ
Ｄ
Ｓ
）
の
対
策
強
化
月
間
で
す
」）

▶詳しくは … 住民福祉課（TEL 65－0201）
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令
和
２
年
度
の
一
般
会

計
、
特
別
会
計
（
国
民
健
康

保
険
・
後
期
高
齢
者
医
療
保

険
・
介
護
保
険
・
公
共
下
水

道
事
業
・
漁
業
集
落
環
境
整

備
事
業
・
水
道
事
業
）
の
決

算
が
町
議
会
の
９
月
定
例
会

で
認
定
さ
れ
ま
し
た
。

【
用
語
説
明
】

歳
入

○
使
用
料
及
び
手
数
料
と
は

施
設
の
利
用
や
特
定
の
サ
ー

ビ
ス
に
対
し
負
担
し
て
い
た
だ

く
お
金
の
こ
と
。

○
分
担
金
及
び
負
担
金
と
は

町
が
行
う
事
業
に
よ
り
利
益

を
受
け
る
人
に
負
担
し
て
い
た

だ
く
お
金
の
こ
と
。

○
地
方
交
付
税
と
は

規
模
の
大
小
に
か
か
わ
ら
ず
、

ど
の
市
町
村
で
も
同
じ
よ
う
に

行
政
サ
ー
ビ
ス
が
で
き
る
よ
う

に
国
税
の
一
定
割
合
を
、
一
定

の
基
準
に
よ
り
国
か
ら
市
町
村

に
交
付
さ
れ
る
も
の
。

○
国
庫
・
県
支
出
金
と
は

特
定
の
事
業
の
財
源
と
し
て
、

一
定
の
割
合
で
国
や
県
か
ら
補

助
さ
れ
る
お
金
の
こ
と
。

○
町
債
と
は

町
が
道
路
整
備
な
ど
た
く
さ

ん
の
お
金
が
必
要
な
事
業
を
実

施
す
る
と
き
に
借
り
入
れ
る
お

金
の
こ
と
。

歳
出

○
総
務
費
と
は

全
般
的
な
管
理
事
務
、
徴
税
、

戸
籍
、
選
挙
事
務
な
ど
の
費
用

の
こ
と
。

○
民
生
費
と
は

高
齢
者
・
障
害
者
福
祉
、
子

育
て
支
援
な
ど
の
費
用
の
こ
と
。

○
土
木
費
と
は

道
路
、
河
川
の
整
備
な
ど
の

費
用
の
こ
と
。

○
公
債
費
と
は

町
が
こ
れ
ま
で
に
借
り
入
れ

た
借
金
を
返
済
す
る
費
用
の
こ
と
。

○
衛
生
費
と
は

保
健
・
環
境
衛
生
、
ご
み
処

理
、
し
尿
処
理
な
ど
の
費
用
の

こ
と
。

○
教
育
費
と
は

教
育
の
充
実
や
、文
化・ス
ポ

ー
ツ
振
興
な
ど
の
費
用
の
こ
と
。

○
農
林
水
産
業
費
と
は

農
林
水
産
業
の
振
興
、生
産
基

盤
の
整
備
な
ど
の
費
用
の
こ
と
。

○
消
防
費
と
は

消
防
・
防
災
活
動
、
防
災
基

盤
の
整
備
な
ど
の
費
用
の
こ
と
。

○
補
助
費
と
は

一
部
事
務
組
合
へ
の
負
担
金

や
各
種
団
体
に
対
す
る
補
助
や

助
成
す
る
費
用
の
こ
と
。

○
物
件
費
と
は

公
共
施
設
の
光
熱
水
費
、
消

耗
品
費
や
委
託
料
な
ど
の
費
用

の
こ
と
。

○
繰
出
金
と
は

一
般
会
計
か
ら
特
別
会
計

（
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
や

公
共
下
水
道
事
業
特
別
会
計
な

ど
）
へ
繰
り
出
す
費
用
の
こ
と
。

○
普
通
建
設
事
業
費
と
は

道
路
や
公
共
施
設
の
建
設
、

改
修
な
ど
を
行
う
費
用
の
こ
と
。

○
人
件
費
と
は

特
別
職
（
町
長
や
議
員
）、

一
般
職
員
の
ほ
か
各
種
委
員
な

ど
に
支
払
わ
れ
る
費
用
の
こ
と
。

○
扶
助
費
と
は

医
療
費
や
児
童
手
当
な
ど
の

給
付
に
充
て
ら
れ
る
費
用
の
こ
と
。

一
般
会
計
の
歳
入
総
額
は
、
47
億
９
，５
７
８
万
円
で
、
前
年
度

よ
り
７
億
６
，４
１
６
万
円
の
増
額
と
な
り
ま
し
た
。
主
な
要
因
は
、

特
別
定
額
給
付
金
や
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
応
地
方
創
生

臨
時
交
付
金
に
伴
う
国
庫
支
出
金
の
増
加
で
す
。

財
源
別
に
見
る
と
、
町
税
、
使
用
料
及
び
手
数
料
な
ど
町
独
自
で

得
る
こ
と
の
で
き
る
自
主
財
源
が
、
前
年
度
と
比
べ
３
．８
％
減
の

９
億
９
，９
９
２
万
円
で
、
歳
入
総
額
の
20
．８
％
と
な
り
ま
し
た
。

ま
た
、
地
方
交
付
税
や
国
・
県
支
出
金
、
町
債
な
ど
の
依
存
財
源

は
前
年
度
と
比
べ
26
．８
％
増
の
37
億
９
，５
８
６
万
円
で
、
歳
入
総

額
の
79
．２
％
と
な
り
ま
し
た
。

まちからのお知らせ

令和２年度

　決算の状況
一般会計  歳入総額

47億9,578万円

町税（14.3%）
6億8,696万円

地方交付税
（38.2%）

18億3,039万円

自主財源（20.8%）
9億9,992万円

依存財源（79.2%）
37億9,586万円

国庫支出金
（26.0%）

12億4,717万円

町債（7.1%）
3億4,140万円

県支出金（4.4%）
2億1,033万円

地方譲与税、利子割交付金、配当割交付金、
株式等譲渡所得割交付金、地方消費税交付金、

自動車環境性能割交付金、
法人事業税交付金、地方特例交付金（3.5%）

1億6,657万円

諸収入（2.7%）
1億3,188万円

繰越金（1.9%）
9,169万円

使用料及び手数料
分担金及び負担金
（1.0%）4,677万円

財産収入
寄附金（0.8%）
4,032万円

繰入金（0.1%）
230万円

特　
別　
会　
計

会計名 歳　入 歳　出 差　引
国民健康保険特別会計 8億2,561万円 7億7,026万円 5,535万円

後期高齢者医療特別会計 1億7,088万円 1億6,998万円 90万円
介護保険特別会計 8億 293万円 7億8,739万円 1,554万円

公共下水道事業特別会計 5億8,604万円 5億8,543万円 61万円
漁業集落環境整備事業特別会計 1億9,534万円 1億9,421万円 113万円

水道事業会計 2億7,877万円 4億 120万円 ▲1億2,243万円
※水道事業会計を除く特別会計の合計額は、歳入 25 億 8,080 万円、歳出 25 億 727 万円、

差引 7,353 万円です。
※水道事業会計の収益的収支は、歳入２億 3,795 万円、歳出１億 9,034 万円、差引 4,761 万円です。

※令和 3 年 3 月 31 日現在の人口（5,497 人）、
　世帯（2,684 世帯）から算出しています。

町民税（個人） 1 億 9,483 万円 （ 0.7％増）
町民税（法人） 2,868 万円 （20.1％減）
固定資産税 4 億 1,752 万円 （  7.3％減）
軽自動車税 2,299 万円 （  4.9％増）
町たばこ税 2,294 万円 （ 3.0％減）

合　計 6 億 8,696 万円 （ 5.3％減）

町税の内訳

納税額 124,970円
歳出額 836,222円

納税額 255,946円
歳出額 1,712,634円

町民 1 人当たり

1 世帯当たり

歳
入
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歳
出
総
額
は
、
45
億
９
，６
７

１
万
円
で
前
年
度
よ
り
６
億
８
，

９
７
９
万
円
の
増
額
と
な
り
ま
し

た
。
主
な
要
因
は
、
特
別
定
額
給

付
金
給
付
事
業
や
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
対
策
事
業
に
よ
る

も
の
で
す
。

歳
出
額
を
行
政
の
目
的
別
に
見

る
と
、
特
別
定
額
給
付
金
給
付
事

業
や
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
対
策
事
業
に
よ
り
総
務
費
が
11

億
２
，６
０
３
万
円
と
最
も
多
く
、

全
体
の
24
．５
％
を
占
め
、
続
い

て
高
齢
者
・
障
害
者
福
祉
、
子
育

て
支
援
な
ど
の
費
用
で
あ
る
民
生

費
が
９
億
７
，０
１
２
万
円
（
21
．

１
％
）、
土
木
費
７
億
５
７
９
万

円
（
15
．３
％
）
の
順
と
な
っ
て

い
ま
す
。

性
質
別
で
は
、
特
別
定
額
給
付

金
や
事
業
継
続
応
援
給
付
金
な
ど

の
費
用
で
あ
る
補
助
費
等
（
27
．

１
％
）、
公
共
施
設
の
光
熱
水
費
、

消
耗
品
費
及
び
委
託
料
な
ど
の
費

用
で
あ
る
物
件
費
（
14
．５
％
）、

繰
出
金
（
13
．３
％
）
の
順
と
な

っ
て
お
り
、
こ
れ
ら
は
歳
出
全
体

の
半
分
以
上
を
占
め
て
い
ま
す
。

な
お
、
歳
入
歳
出
差
引
額
（
形

式
収
支
）
か
ら
翌
年
度
へ
繰
り
越

す
べ
き
財
源
を
控
除
し
た
決
算
額

で
あ
る
実
質
収
支
額
は
１
億
８
，

８
７
３
万
円
と
な
り
ま
し
た
。

【
用
語
説
明
】

歳
入

○
使
用
料
及
び
手
数
料
と
は

施
設
の
利
用
や
特
定
の
サ
ー

ビ
ス
に
対
し
負
担
し
て
い
た
だ

く
お
金
の
こ
と
。

○
分
担
金
及
び
負
担
金
と
は

町
が
行
う
事
業
に
よ
り
利
益

を
受
け
る
人
に
負
担
し
て
い
た

だ
く
お
金
の
こ
と
。

○
地
方
交
付
税
と
は

規
模
の
大
小
に
か
か
わ
ら
ず
、

ど
の
市
町
村
で
も
同
じ
よ
う
に

行
政
サ
ー
ビ
ス
が
で
き
る
よ
う

に
国
税
の
一
定
割
合
を
、
一
定

の
基
準
に
よ
り
国
か
ら
市
町
村

に
交
付
さ
れ
る
も
の
。

○
国
庫
・
県
支
出
金
と
は

特
定
の
事
業
の
財
源
と
し
て
、

一
定
の
割
合
で
国
や
県
か
ら
補

助
さ
れ
る
お
金
の
こ
と
。

○
町
債
と
は

町
が
道
路
整
備
な
ど
た
く
さ

ん
の
お
金
が
必
要
な
事
業
を
実

施
す
る
と
き
に
借
り
入
れ
る
お

金
の
こ
と
。

歳
出

○
総
務
費
と
は

全
般
的
な
管
理
事
務
、
徴
税
、

戸
籍
、
選
挙
事
務
な
ど
の
費
用

の
こ
と
。

○
民
生
費
と
は

高
齢
者
・
障
害
者
福
祉
、
子

育
て
支
援
な
ど
の
費
用
の
こ
と
。

○
土
木
費
と
は

道
路
、
河
川
の
整
備
な
ど
の

費
用
の
こ
と
。

○
公
債
費
と
は

町
が
こ
れ
ま
で
に
借
り
入
れ

た
借
金
を
返
済
す
る
費
用
の
こ
と
。

○
衛
生
費
と
は

保
健
・
環
境
衛
生
、
ご
み
処

理
、
し
尿
処
理
な
ど
の
費
用
の

こ
と
。

○
教
育
費
と
は

教
育
の
充
実
や
、文
化・ス
ポ

ー
ツ
振
興
な
ど
の
費
用
の
こ
と
。

○
農
林
水
産
業
費
と
は

農
林
水
産
業
の
振
興
、生
産
基

盤
の
整
備
な
ど
の
費
用
の
こ
と
。

○
消
防
費
と
は

消
防
・
防
災
活
動
、
防
災
基

盤
の
整
備
な
ど
の
費
用
の
こ
と
。

○
補
助
費
と
は

一
部
事
務
組
合
へ
の
負
担
金

や
各
種
団
体
に
対
す
る
補
助
や

助
成
す
る
費
用
の
こ
と
。

○
物
件
費
と
は

公
共
施
設
の
光
熱
水
費
、
消

耗
品
費
や
委
託
料
な
ど
の
費
用

の
こ
と
。

○
繰
出
金
と
は

一
般
会
計
か
ら
特
別
会
計

（
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
や

公
共
下
水
道
事
業
特
別
会
計
な

ど
）
へ
繰
り
出
す
費
用
の
こ
と
。

○
普
通
建
設
事
業
費
と
は

道
路
や
公
共
施
設
の
建
設
、

改
修
な
ど
を
行
う
費
用
の
こ
と
。

○
人
件
費
と
は

特
別
職
（
町
長
や
議
員
）、

一
般
職
員
の
ほ
か
各
種
委
員
な

ど
に
支
払
わ
れ
る
費
用
の
こ
と
。

○
扶
助
費
と
は

医
療
費
や
児
童
手
当
な
ど
の

給
付
に
充
て
ら
れ
る
費
用
の
こ
と
。

まちからのお知らせ

※
表
示
金
額
は
、
１
万
円
未
満
を

四
捨
五
入
し
て
表
示
し
て
い
ま

す
。
ま
た
、
率
は
小
数
点
以
下

第
２
位
を
四
捨
五
入
し
、
合
計

で
１
０
０
％
に
な
る
よ
う
に
表

示
し
て
い
ま
す
。

一般会計  歳出総額
45億9,671万円

目的別

総務費（24.5%）
11億2,603万円

民生費（21.1%）
9億7,012万円

土木費（15.3%）
7億579万円

公債費（9.3%）
4億2,866万円

衛生費（7.0%）
3億2,061万円

教育費（6.8%）
3億1,302万円

農林水産業費（5.5%）
2億5,104万円

商工費（4.5%）
2億929万円

消防費（3.7%）
1億6,839万円

議会費（1.4%）
6,311万円 災害復旧費（0.9%）

4,065万円

性質別

補助費等（27.1%）
12億4,641万円

物件費（14.5%）
6億6,341万円

繰出金（13.3%）
6億1,164万円

普通建設
事業費（11.9%）
5億4,890万円

人件費（11.7%）
5億3,642万円

公債費（9.3%）
4億2,866万円

扶助費（7.7%）
3億5,574万円

積立金（3.0%）
1億3,871万円

その他（1.5%）
6,682万円

実施した主な事業（総合戦略重点事業）
安定した雇用を確保する

〇農業活性化事業 ・・・ 406 万円
〇農業振興支援事業 ・・・ 103 万円
〇鳥獣害防止対策事業 ・・・ 1,196 万円
〇ふるさと納税事業 ・・・ 904 万円
〇由良町商工会事業補助事業 ・・・ 444 万円

結婚・出産・子育ての希望をかなえる
〇民間賃貸住宅家賃補助事業 ・・・ 434 万円
〇子育て支援センター運営事業 ・・・ 457 万円
〇不妊治療費助成事業 ・・・ 261 万円
〇乳幼児用紙おむつ購入助成事業 ・・・ 218 万円
〇すこやか子育て応援事業 ・・・ 161 万円
〇在宅育児支援事業 ・・・ 237 万円
〇ゆらこども園運営事業 ・・・ 1 億 3,057 万円
〇こども医療費、ひとり親医療費助成事業 ・・・ 1,634 万円
〇学童保育運営事業 ・・・ 1,255 万円
〇高等学校通学定期補助事業 ・・・ 106 万円
〇由良町 GIGA スクール整備事業 ・・・ 4,087 万円
〇外国語指導助手招致事業 ・・・ 497 万円
〇学校図書館司書配置事業 ・・・ 209 万円

新しいひとの流れをつくる
○観光振興事業 ・・・ 1,341 万円
○観光地域づくり事業 ・・・ 1,684 万円

住みやすいまちをつくる
〇青少年育成事業 ・・・ 447 万円
〇重度心身障害児（者）医療費助成事業 ・・・ 1,904 万円
〇タクシー運賃助成事業 ・・・ 226 万円
〇空家対策推進事業 ・・・ 300 万円
〇道路新設改良事業（吹井、衣奈～三尾川、町内橋梁） ・・・ 2 億 1,605 万円
〇災害対応力強化事業 ・・・ 486 万円
〇災害救助物資等整備事業 ・・・ 112 万円
〇わかやま防災力パワーアップ事業 ・・・ 511 万円

その他
〇特別定額給付金給付事業 ・・・ 5 億 6,611 万円
〇新型コロナウイルス感染症対応地方創生
　臨時交付金活用事業 ・・・ 2 億 5,871 万円

（特別会計）
○公共下水道事業（里、門前地区） ・・・ 3 億 3,012 万円

歳
出
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由
良
町
の

　

財
政
事
情令和３

年
度
上
半
期

町
で
は
、
町
の
財
政
が
ど
の
よ
う
に
運
営
さ
れ
て
い
る
か
を
町
民
の
皆
さ
ん
に
お
知
ら
せ
す
る
た
め
、

予
算
の
執
行
状
況
の
あ
ら
ま
し
に
つ
い
て
年
に
２
回
公
表
し
て
い
ま
す
。

今
回
は
令
和
３
年
度
上
半
期
（
令
和
３
年
9
月
30
日
現
在
）
の
財
政
状
況
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

■
一
般
会
計

皆
さ
ん
の
暮
ら
し

に
役
立
つ
身
近
な

仕
事
を
行
う
た
め

の
町
の
基
本
的
な

会
計
で
す
。

一
般
会
計
は
、
当

初
予
算
が
40
億
４
，

２
０
０
万
円
で
し
た
が
、

そ
の
後
補
正
を
行
い
、

40
億
９
，６
７
０
万
円

と
な
り
ま
し
た
。
ま

た
、
令
和
２
年
度
か

ら
令
和
３
年
度
に
繰

越
し
た
予
算
額
が

歳 入 ■ 予算額 42億4,570万円
■ 収入済額 20億7,861万円

17億9,907万円
13億2,071万円

 6億7,318万円
 4億1,438万円

5億4,881万円
       8,748万円

4億5,900万円
               0万円

2億3,735万円
       1,109万円

 1億 407万円
 1億 407万円

1億 万円
　　 7,040万円

　　　 9,785万円
　　　         0万円

1,097万円
   238万円

  2億1,540万円
         6,810万円

地方交付税地方交付税

国庫支出金

町税

町債

県支出金

諸収入

繰入金

地方消費税交付金

繰越金

その他

会　　計　　名 予　算　額 収  入  済  額 支  出  済  額

国民健康保険特別会計 8 億 6,824 万円 3 億 6,387 万円 3 億 7,596 万円

後期高齢者医療特別会計 1 億 7,290 万円 2,884 万円 7,375 万円

介護保険特別会計 8 億 4,557 万円 3 億 3,894 万円 3 億 2,200 万円

公共下水道事業特別会計 6 億 7,151 万円 2,056 万円 1 億 6,208 万円

漁業集落環境整備事業特別会計 2 億 603 万円 766 万円 8,100 万円

合　　計 26 億 1,605 万円 7 億 5,947 万円 9 億 9,306 万円

会　　計　　名
収　　入 支　　出

予算額 収入済額 予算額 支出済額

水道事業会計
収益的収支 2 億 4,500 万円 7,641 万円 2 億 4,500 万円 6,134 万円

資本的収支 2 憶 9,280 万円 165 万円 4 億 4,370 万円 7,692 万円

■特別会計  一般会計とは別に、独立して管理を行う会計です。

まちからのお知らせ
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１
億
４
，９
０
０
万
円

あ
り
、
こ
れ
ら
を
加

え
た
最
終
予
算
額
は

42
億
４
，５
７
０
万
円

と
な
り
、
前
年
の
同
じ

時
期
の
予
算
額
48
億
５
，

０
２
３
万
円
と
比
べ
12
．

５
％
減
少
し
て
い
ま
す
。

主
な
要
因
は
、
前
年
度

に
実
施
し
た
特
別
定
額

給
付
金
や
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策

に
よ
る
も
の
で
す
。

予
算
の
執
行
状
況
は

下
表
の
と
お
り
で
す
。

町債は、主に学校や道路、下水道など生活環境や
都市基盤の整備にかかる費用をまかなう重要な財源
です。また、整備した施設を利用する将来の町民の
皆さんにも、返済という形で費用を負担していただ
くことで、世代間の負担の公平化を図るという目的
をもっています。　

基金は特定の目的のために必要な資金や、緊急の
財政支出に対応するための資金を管理しているもの
です。

歳 出 ■ 予算額 42億4,570万円
■ 支出済額 13億1,748万円

公有財産

町 債

基 金

     9億7,282万円
　  2億4,636万円

　 8億4,817万円
　 1億7,684万円

　 5億2,889万円
　 1億6,516万円

　 5億2,449万円
　 1億7,748万円

　 4億4,780万円
　 2億2,310万円

　 2億6,211万円
　       7,050万円

　  2億5,833万円
　  1億 289万円

  1億5,213万円
        8,489万円

　 1億4,125万円
      　 2,576万円

   1億 971万円
        4,450万円

総務費

消防費

民生費

公債費

土木費

衛生費

教育費

農林水産業費

商工費

その他

区　分 令和 3 年 
9 月末現在高

令和 3 年 
3 月末現在高

公共施設敷地 240,070㎡ 240,070㎡

宅地 68,640㎡ 68,640㎡

田、畑、山林 571,197㎡ 571,197㎡

雑種地（その他） 707,764㎡ 707,764㎡

建物 58,600㎡ 58,600㎡

物品（車両） 50 台 49 台

株券 239 万円 239 万円

出資による権利 7 億 2,352 万円 7 億 2,352 万円

区　分 現在高 前年同期現在高

一般会計 43 億 5,508 万円 44 億 3,210 万円

特別会計 46 億 6,032 万円 45 億 9,004 万円

水道事業会計 1 億 9,305 万円 2 億 150 万円

合　計 92 億 845 万円 92 億 2,364 万円

区　分 令和 3 年 
9 月末現在高

令和 3 年 
3 月末現在高

財政調整
 基金※ 10 億 5,408 万円 8 億 3,836 万円

土地開発
 基金等※ 8,376 万円 8,084 万円

国民健康保険
 基金等※ 8,904 万円 8,893 万円

下水道事業
基金 1 億 9,073 万円 2 億 3,353 万円

合　計 14 億 1,761 万円 12 億 4,166 万円

町民１人あたりの町債残高
168 万円（前年同期 166 万円）

※町民 1 人あたりの金額は９月末現在の住民基本台帳
人口 (5,469 人 ) から算出した額です。

※令和３年９月末現在一時借入金はありません。

※財政調整基金…年度間の財源の不均衡を調整するた
めに積み立てられた積立金のこと。

※土地開発基金等…土地開発基金のほか減債基金、高
齢者福祉基金、ふるさとふれあい基金、教育振興基
金、森林環境譲与税基金を含む。

※国民健康保険基金等…国民健康保険基金のほか介護
給付費準備基金を含む。

まちからのお知らせ
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令和２年度決算に基づく健全化判断比率等について
まちからのお知らせ

用語の説明

健
全
化
判
断
比
率

資
金
不
足
比
率

地方公共団体の財政の健全化に関する法律（平成 19 年法律第 94 号）第３条第１項及び第 22 条第１項
に基づき、令和２年度決算に係る健全化判断比率及び資金不足比率を公表します。

本町の令和２年度決算に基づく各指標については、次のとおりです。いずれの指標も健全化基準を下回っ
ています。

健全化法において、町の財政状況を客観的に表し財政の早期健全化や再生の必要性を判断するた
めのものとして、次の４つの財政指標（実質赤字比率、連結実質赤字比率、実質公債費比率、将来
負担比率）を健全化判断比率として定めています。
①実質赤字比率

福祉、教育、まちづくり等を行う地方公共団体の一般会計等の赤字の程度を指標化し、財政運
営の悪化の度合いを示すもの。

②連結実質赤字比率
すべての会計の赤字や黒字を合算し、地方公共団体全体としての赤字の程度を指標化し、地方

公共団体全体としての財政運営の悪化の度合いを示すもの。
③実質公債費比率

借入金（地方債）の返済額及びこれに準じる額の大きさを指標化し、資金繰りの程度を示すもの。
④将来負担比率

地方公共団体の一般会計等の借入金（地方債）や将来支払っていく可能性のある負担等の現時
点での残高を指標化し、将来財政を圧迫する可能性の度合いを示すもの。

⑤早期健全化基準
健全化判断比率のいずれかがこの基準を上回ると、財政健全化計画を議会の議決を経て定め、

速やかに公表するとともに、知事への報告が必要となります。
⑥財政再生基準

健全化判断比率のうち、将来負担比率を除くいずれかがこの基準を上回ると、財政再生計画を
議会の議決を経て定め、速やかに公表するとともに、総務大臣への報告が必要となります。また、
地方債の起債が制限されます。

公営企業の資金不足を、公営企業の事業規模である料金収入の規模と比較して指標化し、経営状
態の悪化の度合いを示すもの。
①経営健全化基準

早期健全化基準に相当するもので、各公営企業会計の資金不足比率が一つでもこの基準を上回
ると、経営健全化計画の策定が義務づけられます。

１．健全化判断比率 （単位：％）

健全化
判断比率

⑤早期
健全化基準

⑥財政
再生基準

①実質赤字比率 － 15.0 20.0

②連結実質赤字比率 － 20.0 30.0

③実質公債費比率 12.5 25.0 35.0

④将来負担比率 179.3 350.0
※実質赤字額及び連結実質赤字額がない場合は「－」表示

２．資金不足比率 （単位：％）

特別会計名 資金不足比率 ①経営
健全化基準

公共下水道事業
特別会計 －

20.0漁業集落環境整備
事業特別会計 －

水道事業会計 －
※資金不足額がない場合は「－」表示

▶詳しくは … 総務政策課（TEL 65－1801）
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当町では、これまで、コロナ禍の事業者の皆さまを支援するため、由良町事業継続応援給付金事業やエー
ルクーポン事業を実施してきました。しかしながら、コロナ禍は長期化し、依然として事業者の皆さま
の苦しい状況が続いております。

この現状をふまえ、この度、新型コロナウイルス感染症の影響を受け、その事業活動に著しく支障を
生じている町内の事業者の皆さまに支援金を給付する「由良町飲食・宿泊・サービス業等支援金給付事業」
を始めました。

皆さま、ぜひご活用ください。
◎給付対象者

次のすべての要件を満たす場合に対象となります。
○個人事業主の場合…令和３年９月１日現在で、申請日を含んで由良町に住民登録をしていること

法人の場合…令和３年９月１日現在で、申請日を含んで町内に本店を有して事業を営んでいること
○和歌山県飲食・宿泊・サービス業等支援金の給付を受けていること
○引き続き事業を継続する意思があること

◎給付額
　　１給付対象者につき一律 20 万円
◎申請書類
　　町公式ホームページをご確認いただくか、産業振興課までお問い
　合わせください。
◎申請期限
　　令和３年 12 月 28 日（火）

　町営住宅阿戸団地について、次のとおり入居者を募集します。対象者等の条件がありますので、詳し
いことについては、地域整備課までお問い合わせください。

◎申込受付期間…11 月１日（月）から 11 月 30 日（火）まで
※役場開庁時間（午前８時 30 分から午後５時 15 分まで。土、

日、祝日を除きます。）にお越しください。
◎受付場所…地域整備課
◎募集戸数…１戸
◎提出書類…◦入居申込書　　　　　　　　　　　◦住民票の写し（入居者全員）

◦所得証明書（学生を除く入居者全員）◦障害者手帳の写し等

由良町飲食・宿泊・サービス業等
支援金給付事業のご案内

町営住宅入居者を募集します

▶詳しくは … 産業振興課（TEL 65－3850）

まちからのお知らせ

▶詳しくは … 地域整備課（TEL 65－1203）

コロナ禍の事業者を応援！

町営住宅阿戸団地の外観
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空
家
の
売
買
、
賃
貸
を
希
望
す
る
方
に
提
供
を
行
う
「
空
き
家
バ
ン

ク
」
と
い
う
制
度
が
あ
り
ま
す
。

移
住
の
第
一
歩
と
し
て
、
住
ま
い
の
確
保
が
必
要
で
す
。

由
良
町
で
は
、
そ
の
住
ま
い
が
不
足
し
て
い
ま
す
。
賃
貸
や
売
却
が
可
能

な
空
家
を
募
集
し
て
い
ま
す
の
で
、
移
住
さ
れ
る
方
に
提
供
可
能
な
空
家
が

あ
り
ま
し
た
ら
、
産
業
振
興
課
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

※
和
歌
山
県
が
実
施
し
て
い
る
「
わ
か
や
ま
空
き
家
バ
ン
ク
」
に
登
録
さ
れ

た
場
合
は
、
県
外
か
ら
の
移
住
に
際
し
、
改
修
費
の
一
部
補
助
や
片
付
け

に
必
要
な
経
費
の
補
助
を
行
っ
て
い
ま
す
。

町
民
の
安
全
の
確
保
及
び
住
環
境
の
向
上
の
た
め
、
老
朽
化
し
て
周
辺
に

危
害
を
及
ぼ
す
可
能
性
が
あ
る
空
家
の
除
却
を
推
進
し
て
い
ま
す
。
空
家
の

除
却
に
あ
た
り
最
大
50
万
円
の
補
助
が
あ
り
ま
す
の
で
、
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

【
補
助
対
象
の
空
家
】

次
の
す
べ
て
の
要
件
に
該
当
す
る
空
家
が
対
象
と
な
り
ま
す
。

○
町
内
に
存
す
る
空
家

○
由
良
町
特
定
空
家
等
の
判
断
基
準
に
よ
る
評
点
が
１
０
０
点
以
上
で
あ
る

空
家

○
公
共
事
業
に
よ
る
移
転
、
建
替
え
等
の
補
償
契
約
を
締
結
し
て
い
な
い
空

家
○
由
良
町
住
宅
改
修
事
業
補
助
金
交
付
要
綱
の
規
定
に
よ
る
当
該
補
助
金
の

交
付
を
受
け
て
い
な
い
空
家

平
成
27
年
に
施
行
さ
れ
た
空
家
等
対
策
の
推
進
に
関
す
る
特
別
措
置
法
で

は
、
空
家
の
所
有
者
ま
た
は
管
理
者
は
空
家
の
適
切
な
管
理
に
努
め
る
こ
と

と
な
っ
て
い
ま
す
。

空
家
を
放
置
し
て
老
朽
化
が
進
む
と
、
屋
根
や
瓦
、
外
壁
な
ど
が
倒
れ
て

周
辺
に
影
響
が
出
る
恐
れ
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
空
家
の
管
理
不
足
が
原
因

で
近
隣
の
方
、
通
行
人
等
に
け
が
を
さ
せ
た
場
合
、
空
家
の
所
有
者
は
損
害

賠
償
を
負
う
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

由
良
町
で
は
、
平
成
22
年
度
、
平
成
27
年
度
及
び
令
和
元
年
度
に
、
空
家

実
態
調
査
を
行
っ
て
い
ま
す
。
平
成
22
年
度
か
ら
令
和
元
年
度
に
か
け
て
、

空
家
数
は
１
７
３
戸
増
加
し
て
４
４
９
戸
と
な
っ
て
お
り
、
人
口
減
少
に
伴

い
年
々
増
加
し
て
い
ま
す
。

vol.1空家

空
家
に
つ
い
て

由
良
町
の
空
家
の
現
状

空
家
の
除
却
に
つ
い
て

空
き
家
バ
ン
ク
と
は

0

1000
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3000

4000

5000

3938

平成22年度 平成27年度 令和元年度

3939 3894

0

200

400

600

800

1000

住
宅
総
数

空
家
数

276
345

449

空家数、
空家率ともに
９年間で
約1.6倍に！

空家数、
空家率ともに
９年間で
約1.6倍に！

調査年度 住宅総数 空家数 空家率
平成22年度 3,938 276 7.0％
平成27年度 3,939 345 8.7％
令和元年度 3,894 449 11.5％

空き家バンクに関すること　→　産業振興課（TEL 65－3850）
その他空家に関すること　　→　地域整備課（TEL 65－1203）

▶詳しくは … 
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国
民
年
金
保
険
料
は
、
所
得
税
法
及
び
地
方
税
法
上
、

そ
の
年
の
課
税
所
得
か
ら
社
会
保
険
料
控
除
と
し
て
控

除
さ
れ
、
税
額
が
軽
減
さ
れ
ま
す
。

控
除
の
対
象
と
な
る
の
は
、
令
和
３
年
１
月
か
ら
12

月
ま
で
に
納
め
ら
れ
た
保
険
料
の
全
額
で
す
。
過
去
の

年
度
分
や
追
納
さ
れ
た
保
険
料
も
含
ま
れ
ま
す
。
ま
た
、

ご
自
身
の
保
険
料
だ
け
で
は
な
く
、
ご
家
族
（
配
偶
者

や
お
子
様
等
）
の
負
担
す
べ
き
国
民
年
金
保
険
料
を
支

払
っ
て
い
る
場
合
、
そ
の
保
険
料
も
合
わ
せ
て
控
除
が

受
け
ら
れ
ま
す
。

な
お
、
本
年
中
に
納
付
し
た
国
民
年
金
保
険
料
に
つ

い
て
、
社
会
保
険
料
控
除
を
受
け
る
た
め
に
は
、
年
末

調
整
や
確
定
申
告
を
行
う
際
に
、
保
険
料
を
支
払
っ
た

こ
と
を
証
明
す
る
書
類
の
添
付
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

令
和
３
年
１
月
１
日
か
ら
９
月
30
日
ま
で
の
間
に
国
民

年
金
保
険
料
を
納
付
さ
れ
た
方
に
は
、
11
月
上
旬
に
日

本
年
金
機
構
か
ら
「
社
会
保
険
料
（
国
民
年
金
保
険

料
）
控
除
証
明
書
」
が
送
ら
れ
る
予
定
で
す
の
で
、
申

告
書
の
提
出
の
際
に
は
必
ず
こ
の
証
明
書
ま
た
は
領
収

証
書
を
添
付
し
て
く
だ
さ
い
（
令
和
３
年
10
月
１
日
か

ら
12
月
31
日
ま
で
の
間
に
今
年
は
じ
め
て
国
民
年
金
保

険
料
を
納
め
ら
れ
た
方
へ
は
、
翌
年
の
２
月
上
旬
に
送

ら
れ
る
予
定
で
す
）
。

税
法
上
と
て
も
有
利
な
国
民
年
金
は
、
老
後
は
も
ち

ろ
ん
、
不
慮
の
事
故
な
ど
万
一
の
と
き
に
も
心
強
い
味

方
と
な
る
制
度
で
す
。
保
険
料
は
、
納
め
忘
れ
の
な
い

よ
う
き
ち
ん
と
納
め
ま
し
ょ
う
。

こ
の
週
間
に
合
わ
せ
て
、
税
理
士
に
よ
る
無
料

相
談
及
び
税
金
ク
イ
ズ
を
開
催
し
ま
す
。

【
税
理
士
に
よ
る
無
料
相
談
】

こ
の
機
会
に
、
税
金
に
つ
い
て
お
気
軽
に
ご
相

談
く
だ
さ
い
。

○
日
時　
11
月
12
日(

金)

　
　
　
　
午
前
10
時
～
午
後
４
時

○
場
所　
オ
ー
ク
ワ
ロ
マ
ン
シ
テ
ィ
御
坊
店

　
　
　
１
階
エ
ン
ト
ラ
ン
ス

【
税
金
ク
イ
ズ
】

◆
第
30
回
「
ご
ぼ
う
税
金
ク
イ
ズ
」

毎
年
恒
例
の
「
税
金
ク
イ
ズ
」
が
、
公
益
社

団
法
人
御
坊
納
税
協
会
の
主
催
に
よ
り
行
わ
れ

ま
す
。

◆「
由
良
町
税
金
ク
イ
ズ
」

ク
イ
ズ
の
応
募
用
紙
・
応
募
箱
は
、
税
務
課
、

中
央
公
民
館
、
白
崎
会
館
及
び
衣
奈
会
館
に
用

意
し
て
い
ま
す
の
で
、
奮
っ
て
ご
応
募
く
だ
さ

い
。

○
応
募
期
間　
11
月
１
日
（
月
）
～

　
　
　
　
　
　
11
月
17
日
（
水
）

○
当
選
発
表
予
定
日　
12
月
１
日
（
水
）

詳
し
い
こ
と
に
つ
い
て
は
、
和
歌
山
労
働
局
労
働

基
準
部
賃
金
室
又
は
最
寄
り
の
労
働
基
準
監
督
署
へ

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

就
職
を
目
指
す
方
の
た
め
の
公
的
な
職
業
訓
練
で
す
。

○
募
集
期
間

令
和
３
年
10
月
20
日（
水
）～
12
月
２
日（
木
）

○
訓
練
期
間

令
和
３
年
12
月
24
日（
金
）～
令
和
４
年
３
月
23
日（
水
）

○
定
員　
15
名

※
申
込
者
が
定
員
に
満
た
な
い
場
合
、
訓
練
を
中
止
す

る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

○
自
己
負
担
額

テ
キ
ス
ト
代　
７
，５
９
０
円
（
税
込
）

職
場
見
学
先
へ
の
交
通
費

○
お
申
込
み

必
ず
事
前
に
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
で
職
業
相
談
を
受
け

て
く
だ
さ
い
。

国
民
年
金
保
険
料
は

全
額
が
社
会
保
険
料
控
除
の
対
象
で
す

11
月
11
日
～
17
日
は

「
税
を
考
え
る
週
間
」
で
す

和
歌
山
県
最
低
賃
金
が改

定
さ
れ
ま
し
た

「
実
践
コ
ー
ス 

パ
ソ
コ
ン
事
務
科
」

受
講
者
募
集
！

～
ハ
ロ
ー
ト
レ
ー
ニ
ン
グ　

急
が
ば
学
べ
～

◆
和
歌
山
県
最
低
賃
金  

時
間
額
８
５
９
円

◆
効
力
発
生
日　

令
和
３
年
10
月
１
日

問 

田
辺
年
金
事
務
所　

TEL 

０
７
３
９（
２
４
）０
４
３
２

　 

住
民
福
祉
課　

TEL （
６
５
）０
２
０
１

問 

職
業
訓
練
法
人　

中
紀
技
能
訓
練
協
会

　 　
TEL 

０
７
３
８
（
６
３
）
１
５
０
０

問 

和
歌
山
労
働
局
労
働
基
準
部
賃
金
室

　 　
TEL 

０
７
３
（
４
８
８
）
１
１
５
２

問 

税
務
課　

TEL （
６
５
）
１
８
０
２
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ゆら部  ～Yura Love～
部員No.067

Ｑ　今頑張っていることを教えてください。
A　野球を頑張っています！ポジションは外野で、センターやレ

フトを守っています。小学校４年生のときに、夏の高校野球
和歌山大会で始球式も経験しました !!

Ｑ　野球を始めたきっかけは何ですか？
A　小学校２年生のときにお父さんと一緒に野球を見に行ったの

がきっかけで、始めました。

〇お 名 前　橋
は し

本
も と

　聖
い ぶ

希
き

くん
〇年 齢　10 代（小学生）
〇お住まい　門前区

次号のゆら部員は…

～聖希くんからのメッセージ～
キャプテンおつかれ!!

植
うえ

原
はら

　悠
ゆう

陽
ひ

くん です。

野球部員
大大大募集中です！！

Ｑ　目標にしていることはありますか？
A　試合でホームランを打つことです！

Ｑ　休みの日は何をしていますか？
A　ゲームしたり、お父さんと釣りに出かけたりしています。

Ｑ　由良町の好きなところはありますか？
A　自然豊かなところ♪

Ｑ　最後に、この広報誌を読まれている読者の方に向けて、一言
お願いします！ 

A　由良スポーツ少年団（野球クラブ）部員大募集！！
　　女の子でも大歓迎！入れば、もれなく即レギュラーです（笑）
　　和気あいあいで楽しいチームです♬ぜひ一度体験してみませ

んか？
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～ 

文
化
に
触
れ
よ
う 

～

秋
と
い
え
ば
、
文
化
祭
。
各
自
治
体
、
学
校
な
ど
で
文
化
祭
が
行
わ
れ
、

文
化
に
触
れ
る
機
会
が
増
え
る
季
節
で
す
ね
。

今
年
は
、
10
月
30
日（
土
）か
ら
11
月
21
日（
日
）ま
で
の
間
、
和
歌
山
県
で

「
紀
の
国
わ
か
や
ま
文
化
祭
２
０
２
１
（
第
36
回
国
民
文
化
祭
・
わ
か
や
ま

２
０
２
１
、
第
21
回
全
国
障
害
者
芸
術
・
文
化
祭
わ
か
や
ま
大
会
）」
が
開

催
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
紀
の
国
わ
か
や
ま
文
化
祭
は
、
文
化
芸
術
活
動
の

発
表
・
競
演
・
交
流
な
ど
を
行
う
国
内
最
大
の
文
化
の
祭
典
で
す
。
キ
ャ
ッ

チ
フ
レ
ー
ズ
は
、「
山
青
し　

海
青
し　

文
化
は
輝
く
」。
県
民
一
人
ひ
と
り

が
文
化
活
動
に
参
加
し
、
他
者
へ
の
発
信
や
協
働
を
通
じ
て
地
域
社
会
全
体

を
活
性
化
す
る
こ
と
で
「
元
気
な
和
歌
山
」
を
実
現
す
る
大
会
と
な
る
こ
と

を
目
指
し
て
い
ま
す
。

由
良
町
に
お
い
て
も
、
毎
年
、
文
化
協
会
に
入
っ
て
い
る
方
々
に
よ
っ
て

文
化
展
が
開
催
さ
れ
、
私
た
ち
を
楽
し
ま
せ
て
く
れ
て
い
ま
す
。
今
年
は
そ

れ
に
加
え
て
、
障
害
者
交
流
事
業
（
障
害
の
あ
る
方
の
日
頃
の
活
動
成
果
の

発
表
の
場
を
創
出
す
る
こ
と
で
、
障
害
へ
の
理
解
を
深
め
る
と
と
も
に
、
障

害
の
あ
る
方
の
芸
術
文
化
活
動
の
活
性
化
に
つ
な
げ
る
事
業
）
の
一
つ
と
し

て
、
由
良
あ
か
つ
き
園
、
由
良
み
の
り
園
の
皆
さ
ん
の
作
品
も
展
示
さ
れ
て

い
ま
す
。

文
化
展
は
、由
良
町
中
央
公
民
館
で
、10
月
30
日（
土
）か
ら
11
月
７
日（
日
）

ま
で
開
催
さ
れ
て
い
ま
す（
月
曜
日
は
休
館
日
で
す
）。

皆
さ
ん
、
こ
の
機
会
に
由
良
町
の
文
化
に
触
れ
て
み
ま
せ
ん
か
？

由
良
町
長　

山
名　

実　

Q　どんな仕事をしていますか？
A　総務政策課で町営住宅や消防団などの担当を

２年間経験し、現在は教育委員会に配属されて
４年目となります。施設の維持管理、各種大会の
企画運営、スポーツ団体等への支援などを中心
とする社会体育や、文化財行政、学校で子どもた
ちが使用する教科書などの担当をしています。

Q　仕事をしていて、印象に残っていることは？
A　最近では、門前地区にある国指定天然記念物

「門前の大岩（もんぜんのおおいわ）」保全事
業に乗り出したことです。長年の課題であった
大岩周辺の草を刈り、岩に生育していたアコウ
の木を伐採し、下の国道からも大岩を見ること
ができるようになりました。地元住民の方から
「良くなったよ！ありがとう!!」と言っていだ
いたことは、とても印象に残っています。

Q　休日は何をしていますか？
A　趣味のサイクリングでいろんなところに行っ

ています♬

Q　これからどんな仕事をしてみたいですか？
A　住民の皆さんに「ありがとう！」と少しでも

言っていただけるような、役に立つ仕事をした
いです。また、業務を効率化できるよう改善し
ていきたいです。

教育課　主事　新
に っ た

田　天
てん

馬
ま

（平成 28 年度 採用）

住民の皆さんの役に立つ仕事がしたい！

サイクリングで

　紀伊半島一周したい !!
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2021年11月 由良町カレンダー

可燃１・資源１の地区 … 横浜・網代・衣奈・小引・戸津井・三尾川・糸谷・吹井・柳原・黒田
可燃２・資源２の地区 … 里・南・阿戸・江ノ駒・門前・畑・中・大引・神谷
※ごみは、収集日当日の午前２時までに所定の場所にお出しください。
　詳しいことについては、住民福祉課（TEL：65－0201）までお問い合わせください。

日 月 火 水 木 金 土

1
町・県民税第３期・
国民健康保険税
第５期納期限

2
消費生活巡回相談窓口

（白崎会館）
健康相談

（衣奈会館）

3 秋分の日 4
健康相談（役場）

5 6

可燃１ 可燃１ 可燃２ プラスチック 可燃１ 可燃２

7 8 9 10
育児相談

（子育て支援センター）

11
行政相談

（中央公民館）

12 13

可燃１ 可燃２ 不 燃 可燃１ 可燃２

14 15 16
運動教室

（中央公民館）

17
粗大ごみ（横浜）

18 19 20

可燃１ 可燃２ 資源１ 可燃１ 可燃２

21 22 23勤労感謝の日 24
粗大ごみ

（神谷・糸谷・吹井）

25 26 27

可燃１ 可燃２ 資源 2 可燃１ 可燃２

28 29 30
国民健康保険税
第６期納期限
運動教室

（中央公民館）

可燃１ 可燃２ 可燃１ 可燃２

『防災行政無線』電話確認無料サービス
TEL  ０１２０－００１－６８７

発行：由良町総務政策課
和歌山県日高郡由良町大字里1220番地の1
TEL ０７３８－６５－０２００
URL http://www.town.yura.wakayama.jp/

●総務政策課…65-1801　　　　●税務課…65-1802　　　●住民福祉課…65-0201　●産業振興課…65-3850
●観光推進室…65-3852　　　　●地域整備課…65-1203　●上下水道課…65-1804　●出納室…65-1205
●教育委員会教育課…65-1800　●議会事務局…65-1100
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